
「教育のつどい2025」は、2月

9日（日）の午後に、土浦市のワー

クヒル土浦で開催されました。

開会にあたり、蓮田執行委員

長は「2月7日に給特法改正の閣

議決定が行われたが、毎年1％ず

つ教職調整額を上げると決めた

が、財源はこれまで教員に支給

されていた手当である。改正で

は、働き方の改善に触れず、

「残業を30時間以内にする」と

言って言っているが具体的な対

策はなかった。フジテレビの問

題で労働組合が増えたことがニュー

スになったが、個人的な問題は

政治的な問題であり、労働組合

が関わらないと解決しないこと

がみんなの共通認識になってき

ている。働き方改革も労働組合

が意見を言って改善させなけれ

ばならない」と挨拶しました。

今年の「教育のつどい」は、

テーマが「わたしたちが考える

働き方改革と学校の実状」で、3

人の先生から報告をして頂きま

した。

（1）「新設校のとりくみ」

（IT未来高校：横瀬健司先生）

新しいタイプの学校として昨

年度開校したIT未来高（旧友部

高校）に今年度転勤をした横瀬

先生からの報告です。2024年度

は開校2年目で、1学年2クラスの

昼間二部制で、生徒数は 120名

（教員20名程度）という学校で

す。

制服がなく、教室は改装され、

床がきれいになり、机・椅子も

新しいタイプで、パソコン室・

パソコンの数も多いという話が

ありました。

また、友部地区から来ている

生徒が少なく、全県60校以上の

中学校から電車などを使って遠

距離登校している生徒が多いと

いうことです。クラスはF組が1，

2，3，4の4時間授業、M組が3，4，5，

6の4時間授業で、3年で卒業した

い生徒は2年生から6時間授業を

受けています。

開校時から、運動部などの部

活がなくて、JRC部とIT関係の部

活が3つあり、4つの部活とも3～6

名の顧問が配置され、ほとんど

の生徒が部活に入っているとい

うことですが、聞いていると部

活というよりもITの課外授業の

ようなものに思えました。

運動部を作って欲しいという

要望もあって、来年から生徒数

も増えることから運動部を作る

ことになっているが、競技を絞

るのではなくスポーツをやると

いう予定になるということです。

IT関係の部活では、Eスポーツ関

係の部活の生徒が多く、大会な

どに出場しているということで

す。

教職員は毎週水曜日と第2，第

4金曜日が定時退勤日で、水曜日

は部活をしない日にして、2，4

の金曜日も部活の時間を決めて

いるため、定時退勤がしやすく

なっているということです。

普通の生徒は16時30分が下校

時間で、部活も遅くても18時に

は終わりにしているので、教員

が長時間部活をやって帰りが遅

くなるということはあまりない

ということです。

横瀬先生からは、教員の長時

間労働の一因が部活であって、

部活のあり方を変えなければ長

時間労働を解消することはでき

ないという話がありました。質

疑の中では、生徒の様子やどん

な進路希望を持っている生徒が

多いのか、運動部を作ったのは

何故か等の質問が出ました。

（2）働き方改革の授業実践

（茎崎高校：國井啓介先生）

國井先生の報告は、今年度全

教が取り組んだ「定時アクショ

ン」で、定時に帰ることを生徒

ともに考える取り組みの話でし

た。

日頃から、生徒は國井先生の

働き方をよく見ていて「計算間

違いをすると『先生大丈夫？休

んだら』」「夜食を買いに行く

と生徒から『まだ、仕事なの？

大丈夫なの？』」「教師の仕事っ

てブラックなの？」と言われる

そうです。

そういう中で、全労連の「権

利手帳」を使って授業をしてみ

ました。1日8時間週40時間が原

則であることを教えると、生徒

からは「労働時間って1日8時間

なの」「おれ、アルバイトで11

連勤だよ」「店長なんて21時間

勤務だよ」「過労死ラインって

あるの」などの発言が出てきた

そうです。

そのあと、1月14日の國井先生

の1日の仕事を黒板に示した（7

時20分自宅発から、1日6時間授

業をやって、打ち合わせの会議

後に14時から昼食をとり、17時

から課外授業をやって、業務整

理や出張復命所作成で、学校を

出たのが20時30分、自宅着が21時

20分）。

生徒から改善策を出してもらっ

た。「何で昼休み時間にご飯を

食べないの？休憩は休憩でしょ

う」「代わりの先生いるんじゃ

ないの」「まとめてやろうとす

るから遅くなるんじゃないの」

「それ、今日やらないといけな

いの」等の鋭い意見が出たとい

うことです。

また、生徒たちには生徒が

「労働相談の窓口」があること

を知らないことに注目し、卒業

したら、教え子にとって組合員

の先生は「労働相談や組合の窓

口」であることをきちんと伝え

たいと考えたということでした。

また、生徒は「権利手帳」を大

事そうに持って帰って行ったと

いうことです。

質疑の中では、フレックス高
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校という制度があるものの、茎

崎高校の時間割のルールの問題

が議論になりました。また、生

徒と一緒に働き方や働き方改革

を考えるということが非常に面

白い取り組みであることがみん

なで共有できました。

（3）「子ども第一の集団作りの

ためにできること」

（水戸特別支援学校：小林秀行

先生）

最初に小林先生の働き方改革

についての問題意識から話が始

まりました。働き方改革という

言葉が一般化する中で、会議の

精選・短縮、書類の簡略化、業

務の効率化、就業時間の短縮な

どが進んではいるかもしれない

が、肝心な教育実践の質がおろ

そかになってはいないか。学年

会が週に1回あるが、話し合いで

はなくほぼ伝達の場になって、

生徒の話も「何もありません」

で終わってしまっている。

教育実践の質の改善・向上が

あって「真の働き方改革」と呼

べるのではないかと考える小林

先生は学年会の資料に、自分の

クラスの生徒についていろいろ

なエピソードや細かな気づきを

書くようになったということで

す。

例えばこんなことです。「A君

（重度重複障害）が『お～』な

どと声を発しているのを先生

（私）がマネをすると、A君も

「お～」とマネをする。B君も

「お～お～」とまねする。する

と、だんだん2人で「お～お～お

～お～お～」と大合唱しながら

（！？）大笑い。→その様子を

保護者に伝えると、「いつも関

わってくれるB君に感謝しますと

いう返事があった」」

こうしたとりくみの中で、私

が見ることができない時間帯の

子どもたちの様子をかなり具体

的に、しかも楽しそうに伝えて

くれる先生が増えた。これは、

会話のきっけかになる”本質”

でつながれる関係が生まれたと

言うことで、時に私がやりたい

と考えている実践を、私以上に

やってくれる場面もあったとい

うことです。

小林先生は、プロセスを共有

することの大切さ（指導のプロ

セス、考え方を明らかにしたり、

残しておくことの大切さ）、実

は結果よりもそこが一番大切な

のでないかと思いを語りました。

働き方改革の中で、教育実践

の質、子どもたちを語り合うこ

とがおろそかになってしまって

いいのだろうかというのが小林

先生の問題提起でした。

２月１２日（水）、県庁にて

第２回総括安全衛生委員会が開

催されました。

（１）県立学校の療休者数や死

亡者数について

健康審査会で要休業・要医療

の判定を受けた教職員数は、202

4年度は12月までで41人で、その

うち精神性疾患によるケースは、

28人（68.3％）でした。

年代別では、20代、30代の割

合が高く、理由では学校関係が

過半数となっています。「自分

が責められている」等というこ

とから精神性疾患に至ったケー

スが報告されています。管理職

との間のケースもあるのではと

の意見がありました。

県立学校教職員の死亡者数は、

2024年度は12月までで２人で、心

筋梗塞やくも膜下出血などの脳・

心臓疾患の場合、過重な労働が

なかったかの確認を求めました。

また、療休者が退職した場合、

療休者が減ることになるが、そ

れでは、何の解決もならないの

で、療休者と同様に、定年以外

の理由での退職についても分析

を求めていく必要があります。

（２）県立学校教職員ストレス

チェック事業

今年度実施されたストレスチェッ

クの面接指導集計結果が報告さ

れ、高ストレスと判定された教

職員数は903人で、割合は11.7％

でした。面接指導申出者は39人

で、4.3％しか面接指導を申し出

ていません。

高ストレス判定者数を職場ご

とにみると、高等学校では最大

では34名の高ストレス判定の教

職員をかかえる職場もあり、特

別支援学校では、最大では21名

でした。委員からは、人数では

なく、割合のデータを出すべき

だという意見や、職場環境が良

好な学校とそうでない学校との

違いを分析して、良好な学校の

職場環境を紹介したり、悪化し

ている学校には、分析、診断か

らしかるべき指導助言を行うこ

と、こうした分析・診断等は大

学や民間事業者等の支援を受け

ることなどの要望がありました。

（３）勤務時間実態調査結果に

ついて

2024年度10月の調査では、週休

日・休日における部活動従事時

間等も含めた時間外在校時間合

計が45時間を超えた教職員数は、

高校では16.4％でした。特別支

援学校では、前年度10月は0人で、

今年度も45時間を超えた人数は

２人でした。

教員の負担が増加する傾向に

ある状況を踏まえ、業務の平準

化を図るとともに、長期的な視

点で働き方改革を進める必要が

あるとした県教委の分析に対し

て、「これでは何も進まない。

今後1，2年後のうちに何をする

のか打ち出すべきだ。」との意

見が出ました。

今回の調査でも、持ち帰って

行った仕事の時間数が集計され

ませんでした。持ち帰り業務も

含め、職員の業務量について適

切に管理できていると回答した

高校は45.2％、特別支援学校は65.

2％と報告されましたが、委員か

らは、「どうやって把握したの

か」とこの数値に疑問の声があ

がりました。

（４）有意義な衛生委員会の運

営と教職員のメンタルヘルスに

ついて

健康管理医の委員からは、休

職するときに、初めて相談する

のではなく、早期に相談しても

らいたい。相談すると不利にな

ると思っている人がいるので、

安心して相談できるようになら

ないといけないと意見が出され

ました。

ストレスチェックの結果の活

用について、全職員で話し合う

機会をもっている職場もあると

委員から報告がありました。

なぜ、残業が多いかわからな

いという状況になっているよう

だ。相談の結果、支援を受けら

れるようになったケースもあっ

たと委員から報告がありました。
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